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『近代アジアにおける映画産業の展開』要旨  
笹川慶子
周知のようにアジアには文化の異なる複数の国や地域があり、その多くが欧米列強によ
って異なる文化を強要された歴史をもつ。そのためアジアにおける映画の伝播も、それぞ
れ異なる土壌――外から強制的、半強制的に入ってきた文化と土着の文化の複雑な混ざり
合いの歴史――において生じている。
フィリピンは、19 世紀末にスペインに代わってアメリカが統治し、スペインとアメリカ
の両方の影響を受けながらローカルな文化の変容を経験し、香港はアヘン戦争後イギリス
に割譲されたように、それぞれ文化変容の時期も、内容も異なっている。
映画市場における覇権交代―欧州からアメリカへ―は、アメリカではエジソンらがモー
ション・ピクチュア・パテンツ・カンパニー（Motion Picture Patents Company、略称MPPC）
を組織する 1900 年代末に、アジアでは第一次世界大戦後に起こったとされてきた。だが、
事はそれほど単純ではない。
こうしたアジアの歴史の多様性と映画文化の関係は、これまでの映画史研究において十
分に研究されてきたとは言いがたい。クリスティン・トンプソンの Exporting Entertainment: 
America in the World Film Market1907-34（BFI、1985年）やケリ ・ーセグレイヴのAmerican Films 
Abroad: Hollywood’s Domination of the World’s Movie Screens from the 1890s to the Present
（McFarland、1997年）など、欧米の映画研究者は、研究の対象として「世界」を設定しつ
つ、実際には欧州とアメリカ大陸に議論が集中していた。また、地域が偏っているだけで
なく、アジアの国や地域を個別に論じつつも、アジアを一枚岩の「アジア」とみなす点も
看過できない問題である。すなわち、アジアの国や地域をそれぞれ個別に調査分析し、そ
の結果を集積しアジアの特徴をまとめるのではなく、アメリカの欧州に対する関係性を、
もうひとつ別の広域における、少し遅れた、同様の関係性の事例としてアジアをとりあげ
たにすぎないのである。アジアにおける映画文化の変容は多様であるにもかかわらず、そ
の多様性を見落とし、欧州からアメリカへの覇権交代は、欧州で第一次世界大戦中、アジ
アで大戦後に起こると見なすのはその証左といえよう。しかも、彼らはアジアのことを語
りつつも、アジアの一次資料をまったく使用していない。
こういった 90 年代までの映画研究に対して、2000 年代以降は、国やジャンル、時代な
どにより、対象を細分化する傾向が強い。そこにはアメリカ文化帝国の成立過程を明らか
にしようとするアプローチへの反省、歴史叙述の多様な視座の担保、歴史の調査分析をよ
り正確にするには範囲を絞らなければ無理であるという判断などが絡んでいる。ただし、
2000年代以降の研究の特徴として、アメリカ映画が海外の観客にどう受容され、どのよう
な映画文化を構築したのか、といった観客論の視点も加わっている。例えば、マルヴィン・
ストークスとリチャード・マルトビイの Hollywood Abroad: Audiences and Cultural Exchange
（BFI、2004年）は、そのひとつである。この論集は、オーストラリアや日本、インドなど、
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トンプソンの研究においてアメリカ映画の受け手として語られた国や地域からいくつか選
び、それぞれ専門家が、各地の一次資料を用いて、観客や文化を論じている。しかし、観
客論は、観客の定義が曖昧とならざるをえず、信頼に値する資料もわずかであり、人口統
計的にも偏った資料しか残っていない場合がほとんどである。したがって、どんなに公平
さを保とうとしても、あるいは装ったとしても、曖昧かつ大きなカテゴリー――上流、中
流、労働者、知識階級など曖昧な単位――に頼らざるをえず、限界があると考える。 
そこで本論文は、そうした立場を視野に入れつつも、積極的にはそのアプローチはとら
ず、むしろ映画という近代的な経験を人々にもたらした装置が、アジアにおいて、どのよ
うに流れ、その流れがどう変わり、その変化がアジアにどのような文化変容を引き起こし
たのかについて、1900 年代から 1920 年代を中心に、映画館や配給、興行の局面から明ら
かにする。その意味では、1990年代の網羅的すぎるテーマ設定よりむしろ、1980年代のト
ンプソンが最初に提起したテーマ設定に近い。 
しかしながら本論文は、トンプソンとは次の 3 つの点で大きく異なる。まず、アメリカ
と欧州の関係の構造をアジアに当てはめることはしない。そうではなく、アジアの国や地
域の一つひとつを個別に調査分析する。次に、アジア映画市場を調査分析するにあたって、
アメリカで発行された資料だけでアジアを語ることはしない。アメリカの資料に加えて、
アジアのそれぞれの国や地域で発行された一次資料を主な資料とし、各映画市場の形成や
変容を跡づける。最後は、これがもっとも重要であるが、アジアを一枚岩で捉えるのでは
なく、アジアの事例を一つひとつ調査分析した結果を重ねることによって、アジア映画市
場形成の重層的なダイナミズムを捉えようとする点である。研究テーマは似ているが、ア
プローチが、トンプソンとはまったく異なる点を強調しておく。 
本論文は、生産や流通、金融など、さまざまな構造的革命を経て巨大化したアメリカ映
画産業の資本や技術の圧倒的な力が、アジアの多様な映画文化を情け容赦なく駆逐したと
は考えない。また、アメリカ映画産業が戦争で疲弊した欧州映画産業と単純に入れ替わっ
たとも考えない。アジアの多種多様な国や地域において 19世紀末から形成された映画文化
が、欧米双方からグローバル化の圧力を受けつつ、アジア内部においても相互に交渉を重
ね、変容していったとみなす。そしてそのアジアにおける空間的、時間的な差異を含んだ
さまざまな変容の重なりの総体を、宇宙的な視野からアジアにおける近代的経験として捉
え直す。 
 第 1 部において、映画装置の渡来により、演劇や演芸の支配していた日本の娯楽空間は
どう変容したのか、映画は日本の都市にどのように入り込んでいったのか、そしてそれは
都市文化、さらには都市そのもののあり様をどう変えていったのか。映画は人々の娯楽に
対する考え方や価値観、受容態度をどう変え、どのような慣例を新たに生み出したのか、
それは都市の変容とどう関係するのかといったことを明らかにする。こういった疑問に対
し、第 1部では、1890年代後半から 1920年代の大阪を例に検証し、それによってアジア
における近代的経験の一端を示したい。 
日本の事例として東京でも京都でもなく、大阪を論じるのは、これまでの映画製作偏重
――東京と京都偏重――の日本映画史に一石を投じることだけが目的ではない。大阪は、
西日本の交通要地として栄え、古くから朝鮮や中国などアジアとの交流の拠点であった歴
史をもつ。それゆえに映画草創期においても、富士山より以西である西日本や台湾、朝鮮
といった地域の映画配給における中心的役割を果たしてきた。したがって、大阪を事例と
してアジアにおける近代的経験を検証することは、日本と欧米だけでなく、日本とアジア
の交渉の歴史――アジア内部の交渉の歴史――を検証することにもつながるのである。 
第 2部は、1900年代から 1920年代までの環太平洋映画交渉を取りあげ、近代日本の映
画事業を、日本国内の事象としてのみ考えるのではなく、世界流通システムのダイナミッ
クな変容の中に布置し、宇宙的な視座から地球を俯瞰して見直す。事例として、大隈重信
や渋澤栄一の思想的影響下に、日本近代産業の発展に貢献した浅野総一郎の映画事業を分
析する。それによって浅野の映画事業が実は、世界映画市場の覇者であった欧州に必死の
攻勢をかけるアメリカを横目に、そのアメリカの技術や配給網に頼りつつ、日本の映画産
業を近代化し、それによって世界に挑もうとしていたことが見えてくるだろう。また、20
世紀初頭のアメリカが、アジア市場をどう認識し、どう動いていたのか、そのとき日本は
何を欲し、どう挑んだのか。映画をめぐるアメリカと中国、そして日本には、どのような
交渉があり、その環太平洋映画交渉における日本の地政学的な位置はどう変容したのかと
いったことも検証する。浅野の映画事業というレンズを通じて、世界の中のアジア、アジ
アの中の日本、そして世界の中の日本の経験した近代性を浮かびあがらせたい。 
第 3 部は、アジアにおける近代的経験の重層性を理解するため、グローバルな流通網に
よってアジアに運ばれた欧米の映画が、既に存在するローカルな映画文化と、どのように
関係しあい、そのローカルな文化を変容させていったのかを分析する。クリスティン・ト
ンプソンは、輸出統計などアメリカの資料に依拠しながら、アジアを、欧州で起こった現
象が少し遅れて起こる広域として捉えた。しかし、アジアと一言でいっても、多種多様な
国や地域がある。アジアの中でも数少ないアメリカの植民地であったフィリピン、イギリ
スの植民地であったシンガポール、あるいはまた、日本統治後に映画が伝播した台湾と、
統治前から映画が伝播していた朝鮮では、それぞれ異なる近代化のプロセスを経験してい
たのである。また、アジアの国や地域は、欧米を起源とするグローバル化だけでなく、日
本などアジア内部からも、さまざまな交渉や圧力を受け入れつつ、ローカルな映画文化を
形成し、複雑な変容を重ねてきた。それゆえアジアにおいては、ローカルな映画文化の形
成過程も、その変容過程も、一様ではないのである。第 3 部では、現地の一次資料を用い
て、ミクロかつマクロに検証考察することにより、こうしたアジアの多種多様な近代的経
験の重層的なダイナミズムを呈示したい。 
 
アジアにおける映画は、19世紀末から 20世紀初頭、欧州とアメリカの双方向から圧力が
働き、アジアが急速に近代化される時代に伝播した。それゆえ映画伝播の多種多様なプロ
セスを辿ることは、近代アジアの諸相を明らかにすることにもつながる。それはけっして
欧米の資本主義がアジアにおいてその文化帝国を成立する過程ではない。そうではなく、
ローカルな文化とグローバルな文化のダイナミックな相互交渉によって、アジア市場が形
成され変容する複雑な過程なのである。 
以上のように本論文は、19世紀末から 20世紀初頭における欧米映画のアジアへの伝播と、
アジアにおけるその受容と変容の問題を広角的視点から解明を試みたものである。 
